
１ 当初予算（要求）額（千円）

３ 事業概要
木曽川右岸流域下水道事業は、平成３年度から処理を開始し、木曽川及び長良川

流域にまたがる４市９町からの汚水を広域的に処理するため、終末処理場の整備を
行っている。

４ 施策の効果
汚水量の増加に対して、各務原浄化センターの水処理施設の処理能力を108,000

ｍ3／日にするための施設整備を実施。

５ 要求の内容

６ 用語の解説

所 属 基盤整備部 上下水道課

担当(係)名 流域下水道 内 線 ３１５７

（款）１流域下水道事業費 （項）１建設費 （目）(1)建設費

（明細書事業名)○公共事業
流域下水道事業 [特別会計]

３，１４０，０００

２ 当初予算（決定）額（千円） 【財源内訳】

３，１４０，０００ 国 庫
2,011,000

県 債
563,000

繰入金
1,500

その他
564,500（前年度３，０２６，７８０）

処理場建設費
管きょ建設費
ポンプ場建設費

２，８８０，０００千円
２３４，０００千円

２６，０００千円

流域下水道事業

４市９町

２市町村以上の区域の下水道を処理し排除する下水道で、汚
水幹線、中継ポンプ場、終末処理場から構成される。
なお、 管理主体は、原則として都道府県。
岐阜市、美濃加茂市、各務原市、可児市、川島町、岐南町、
笠松町、柳津町、坂祝町、川辺町、八百津町、御嵩町、
兼山町


